
ブ

ナ
北
限

に
関
す

る

ー

ブ

ナ
北
限
の
不
思
議

明
治

時

代
、

日
本

の
森

林

帯

の
調
査

研
究

を
行

っ
た

田
中
壌

、

ハ
イ

ン
リ

ッ
ヒ

・
マ
イ

ル
、
本

多

静
六
博

士
が

、
ブ

ナ
北

限

は
黒
松

内
低

地

帯

に
あ

り
、
温

度
条

件

に
よ

っ
て
説

明

で
き

な

い
異
常

に
気
付

い
て
以

来
、

温
帯

の
北

限

界
を

ど

こ
に
置

く

の
か

の
論
議

と

と

も

に
、

ブ
ナ

北

限
の
成
立

条
件

に

つ
い
て
多

く

の
学
者

・
技
術
者

か
ら

興
味

を

持
た

れ

て

き
た

。

し
か

し
、
北

海
道
森

林

生
態

学

の
重

鎮

で

あ

っ
た
舘

脇

操
博
士

等

の
報
告

(
一
九

五

八

)

以
来

、
現

地
に
踏

み

こ
ん
だ

調
査

は

な

さ

れ

て

い
な

い
と

い

っ
て

よ

い
。

ま

た

、
大

雪

・
日
高

・
知
床

と

い

っ
た
す

ば

ら
し

い
自

然

に
恵

ま
れ

て
い
る
た
め

で
あ
ろ
う

.か
、
北

海

道

の
人

々
は
本
州

の
者

の
よ
う

に
ブ

ナ
林

に

対
す

る
興

味
を

示
さ

な

い
の
が

普

通

で
あ

っ
て
、
こ

の
三
〇
年

間
、
北

限

の

ブ
ナ

に

関

す

る
注

目

す

べ
き
知
見

を
聞

い
て

い
な

い
。

し

か

し

、
ブ

ナ

の
北

限

に
は
植

物

の
生

育

諸
説
略
解

を
支
配
す
る
水

・
温
度

・
土
壌
条
件
等
環
境

要
因
よ
り
み
て
説
明
で
き
な
い
不
思
議
さ
が

あ

っ
て
、
そ
の
北
限
の
生
態
に
は
尽
き
な
い

興
味
が
そ
そ
ら
れ
て
い
る
。

ブ
ナ
北
限
の
最
大
の
特
徴
は
、
北
限
の
黒

松
内
低
地
帯
に
程
近
い
大
平
山
に
お
い
て
海

抜
九
三
〇

m
に
ま
で
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
貧
弱
な
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
を
経
て
ハ
イ

マ

ツ
林
と
接
し
て
い
る
事
実
は
、
ブ
ナ
北
限
が
、

暖
か
さ
と
か
寒
さ
と
い
っ
た
温
度
要
因
を
否

定
す
る
最
大
の
根
拠
を
与
え
て
い
る
。
そ
し

て
ま
た
、
こ
の
事
実
に
対
し
て
新
た
に
提
示

さ
れ
た
環
境
要
因
に
か
か
る
代
替
説
も
納
得

で
き
る
も
の
で
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
ブ
ナ
北
限
の
成
立
要

因
に
関
す
る
計
説
を
紹
介
し
、
そ
の
解
説
を

試
み
た
い
。

2

山
火

事

説

温
度
要
因
で
ブ
ナ
の
北
限
が
決
ま
ら
な
い

と
す
る
と
、
他
に
成
立
を
求
め
な
け
れ
ば
な

渡

邊

定

元

ら
な
い
。
こ
の
原
因
を
山
火
事
で
あ
る
と
推

論
し
た
の
は
本
多
博
士
(
一
九

一
二
)
で
ブ
ナ

の
分
布
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
記
述
し
て
い
る
。

「温
帯
の
主
木
た
る
ブ
ナ
林
は
渡
島
の
全
部

及
び
後
志
の
半
分
に
於
て
、
至
る
と
こ
ろ
繁

茂
せ
る
森
林
を
な
す
も
、
後
志
の
歌
棄
郡
辺

よ
り
胆
振
の
長
万
部
を
境
と
し
、
石
狩
原
野

の
中
央
に
頓
に
其
の
跡
を
絶
し
、
石
狩
平
野

の
如
き
も
全
く
ブ
ナ
を
認
む
る
こ
と
能
わ
ざ

る
を
以
て

一
見
吾
人
を
し
ブ
ナ
帯
の
已
に
終

れ̀
る
か
の
観
あ
ら
し
む
。
然
れ
ど
も
ブ
ナ
帯

に
固
有
な
る
数
種
の
他
の
林
木
歴
々
尚
存
在

す
る
あ
り
。
且
つ
気
候
其
の
他
試
植
の
上
の

成
績
ブ
ナ
帯
に
異
な
ら
ざ
る
も
の
あ
る
故
、

ブ
ナ
帯
に
算
入
せ
ざ
る
を
得
ず
。
蓋
し
石
狩

原
野
は
ブ
ナ
帯
の
終
り
に
し
て
、
寒
帯
林
と

互
に
相
接
す
る
所
な
り
し
が
、
地
勢
平
坦
に

し
て
風
強
く
、
古
来
野
火
の
屡
々
入
り
し
が

為
め
に
、
野
火
に
弱
き
ブ
ナ
及
び
ト
ド
マ
ツ

・
エ
ゾ
マ
ッ
の
類
は
全
く
消
滅
し
て
、
互
に

其
の
故
郷
、
殊
に
野
火
の
入
ら
ざ
る
山
岳
に

退
き
、
其
の
跡
地
に
は
今
日
の
如
き
野
火
に

強
き
カ
シ
ワ
・
ナ
ラ

・
カ
ツ
ラ
の
類
の
み
を

生
ぜ
し
も
の
な
る
べ
し
。
故
に
北
海
道
に
於

て
は
、
ブ
ナ
帯
の
終
り
を
定
む
る
こ
と
頗
る

困
難
な
る
も
の
あ
り
。
マ
イ
ル
氏
の
如
き
も
、

一
回
は
今
日
ブ
ナ
林
の
終
り
即
ち
長
万
部
を

以
て
温
帯
の
終
り
と
な
せ
し
が
、
又
温
帯
固

有
の
樹
種
な
お
北
方
ま
で
連
生
す
る
を
見
て
、

北
海
道
全
部
を
ブ
ナ
帯
に
算
入
せ
り
。

故
に
予
は
海
岸
並
に
低
地
に
於
て
は
、
凡

そ
摂
氏
六
度
の
同
温
線
の
通
ず
る
所
を
以
て

温
帯
の
終
り
と
な
し
、
内
部
に
於
て
は
、
総

て
山
地
に
し
て
エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ
類
の

盛
に
繁
茂
し
完
全
な
る
針
葉
樹
林
の
林
相
を

呈
す
る
所
を
以
て
温
帯
の
終
り
と
な
す
な
り
L

要
す
る
に
、
本
多
博
士
は
ブ
ナ
が
野
火
に

弱
い
た
め
、
元
来
石
狩
低
地
帯
以
南
に
生
育

し
て
い
た
の
が
、
黒
松
内
低
地
帯
に
ま
で
後

退
し
た
も
の
と
推
論
し
た
。
人
為
に
よ
る
森

林
の
後
退
遷
移
は
無
視
で
き
な
い
く
ら
い
大

き
い
。
現
在
、
地
球
規
模
で
の
緑
の
危
機
は

ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
極
相
に

生
育
す
る
ブ
ナ
が
、
人
為
ま
た
は
自
然
火
災

に
よ
っ
て
後
退
し
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思

議
で
は
な
い
。
最
初
に
わ
が
国
の
森
林
帯
を

調
査
し
、
「校
正
大
日
本
植
物
帯
調
査
報
告
」

を
著
し
た
田
中
壌
が
人
為
に
よ
る
森
林
の
後

退
遷
移
を
記
述
し
て
い
る
の
で
、
気
候
的
に

み
て
ブ
ナ
林
が
成
立
し
て
不
思
議
で
な
い
石

狩
平
野
に
お
い
て
の
欠
落
原
因
を
山
火
に
よ

る
後
退
現
象
に
求
め
た
こ
と
に
は
理
解
で
き
る
。

本
多
博
士
の
石
狩
低
地
帯
ブ
ナ
北
限
説
を
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補
強
す
る
も
の
と
し
て
山
崎
次
男
博
士

(
一

九
五

一
)
の
江
別
泥
炭
地
の
花
粉
分
析
、
守

田
益
宗
氏

(
一
九
八
五
)
の
石
狩
雨
龍
沼
湿

原
の
花
粉
分
析
が
あ
る
。
守
田
の
報
告
に
は

後
氷
期
の
初
期
八
九
〇
〇
年
B
P
以
来
、
ご

く
微
量
の
ブ
ナ
花
粉
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
花
粉
が
黒
松
内
低
地
帯
以
南

の
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
確
定
で
き
な
い

(注

・
山
崎
は
、
黒
松
内
以
南
の
も
の
と
推

定
し
て
い
る
)。

本
多
は
、森
林
帯
が
形
成
さ
れ
た
要
因
は
平

均
気
温
で
あ
る
と
考
え
、
年
平
均
気
温
六
度

C
を
温
帯
の
限
界
と
し
、
こ
の
限
界
線
に
あ
た

る
石
狩
低
地
帯
以
南
を
温
帯
と
し
た
。
し
か

し
、
大
平
山
の
海
抜
九
三
〇

m
を
推
定
分
布

に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
北
海
道
全
域
が
ブ

ナ
帯
の
領
域
と
な
っ
て
し
ま
い
、
平
均
気
温

六
度
C
に
よ
っ
て
ブ
ナ
の
北
限
が
決
ま
る
と

す
る
説
で
は
説
明
で
き
な
く
な
り
、
山
火
事

説
は
平
均
気
温
説
明
の
た
め
の
単
な
る
推
論

で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
。
な
お
、
津
村
昌

一

氏

(
一
九
三
二
)
は
山
火
の
発
生
原
因
に
つ

い
て
羊
蹄
山

・
有
珠
山
等
の
噴
火
活
動
に
伴

う
も
の
と
推
論
し
て
い
る
。

山
火
事
説
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
問
題
点

は
、
山
火
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
ブ
ナ
林
が
消

失
す
る
か
、
否
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
早
春
、

枯
草
に
火
を
付
け
る
と
ガ
ソ
リ
ン
を
撤
い
た

ご
と
く
燃
え
広
が
る
乾
燥
の
激
し
い
道
東
に

お
い
て
は
、
広
大
な
る
山
火
再
生
林
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
も
必

ず
団
地
状
の
山
火
事
を
ま
ぬ
が
れ
た
森
林
が

散
在

し
、

す

べ

て
の
森
林

が
焼

き

尽
く

さ
れ

る

こ
と
は

な

い
。
火

山
噴

火

に
伴
う

山
火

事

に

つ

い
て
も

同

様

で
、
黒
松

内
低

地

帯

以
北

の
生
態

系
を

す

べ

て
変

え

て
し

ま
う
要

因

と

は

な
ら

な

い
。

3

種
子
分
布
歴
史
的
沿
革
説

種
子
分
布
沿
革
説
を
最
初
に
想
定
し
た
の

は
田
中
壌

(
一
九
〇
〇
)
等
で
あ
る
が
、
こ

の
考
え
は
同
年
発
表
し
た
本
多
博
士
の
山
火

事
説
に
よ
っ
て
陽
の
目
を
み
な
か
っ
た
。
本

多
博
士
が
黒
松
内
低
地
帯
の
ブ
ナ
北
限
地
帯

の
生
育
限
界
を

一
五
〇
〇
尺

(標
高
五
〇
〇

m
)
以
下
で
あ
る
と
し
、
年
平
均
気
温
六
度

C
に
当
て
は
め
た
予
盾
を
指
摘
し
た
の
は
、

北
海
道
国
有
林
施
業
案
の
基
礎
を
築
い
た
北

海
道
庁
南
部

一
男
技
師
で
あ
る
。
南
部

(
一

九
二
七
)
は
長
万
部
岳
の
ブ
ナ
林
に
ふ
れ
て
、

「胆
振
国
長
万
部
付
近
は
ブ
ナ
の
北
界
に
近

く
本
多
博
士
も
日
本
植
物
帯
論
に
於
て

『ブ

ナ
林
は

(中
略
)
長
万
部
を
境
と
す
』
と
記

述
さ
れ
た
り
。
然
ら
ば
此
の
付
近
に
於
け
る

ブ
ナ
の
分
布
は
高
き
に
及
ば
ざ
る
べ
く
、
早

く
寒
帯
樹
種
に
代
わ
る
も
の
と
想
像
せ
ら
る
。

然
る
に
事
実
は
著
し
く
こ
れ
に
反
し
、
長

万
部
岳
の
海
抜
九
七
ニ
メ
ー
ト
ル
な
る
絶
頂

催
松
の
発
生
あ
り
と
錐
、
此
の
下
方
僅
少
な

る
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
を
経
て
、
直
ち
に
ブ
ナ
林

の
発
生
を
見
る
な
り
。
こ
れ
を
陸
地
測
量
部

発
行
五
万
分
の

一
地
図
に
よ
り
按
ず
る
に
、

ブ
ナ
の
発
生
は
少
く
と
も
海
抜
八
○
○
メ
ー

ト
ル
に
は
達
す
る
も
の
の
如
し
。
而
し
て
此

の
地
方
に
於
け
る
海
抜
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の

温
度
を

(中
略
)
算
出
す
る
に
次
の
如
し
。

一
、
平

地

(八
雲
に
於
け
る
自
大
正

七
年
至
大
正
十
三
年
平
均
)

午
前
十
時
年
平
均

九
度
二
分

同
上
六
、七
、八
、
三
ヵ
月
平
均
十
九
度
八
分

二
、
海
抜
八
○
○
メ
ー
ト
ル

午
前
十
時
年
平
均

四
度
九
分

同
上
六
、七
、
八
、
三
ヵ
月
平
均
十
五
度
二
分

A7此
れ
を
本
道
森
林
気
象
観
測
所
の
成
績

と
比
較
す
る
に
斯
の
如
き
低
温
を
示
せ
る
も

の
な
く
、
本
道
の
北
端
た
る
稚
内
附
近
に
於

て
さ
へ
年
平
均
温
度
七
度
六
分
、
六
、
七
、

八
、
三
ヵ
月
間
平
均
温
度
十
九
度
五
分

(自

大
正
十
二
年
至
大
正
十
四
年
平
均
に
よ
る
)

に
し
て
、
遙
か
に
長
万
部
八
○
○
メ
ー
ト
ル

の
其
れ
を
超
過
す
。

果
し
て
然
ら
ば
、
若
し
植
物
の
分
布
に
し

て
年
平
均
気
温
若
し
く
は
夏
期
平
均
気
温
に

よ
り
定
ま
る
べ
く
ん
ば
、
ブ
ナ
は
当
然
全
道

に
分
布
し
て
然
る
べ
き
な
り
。
而
も
事
実
は

著
し
く
こ
れ
に
反
し
た
だ
渡
島
後
志
胆
振
の

一
部
に
限
り
他
に
痕
跡
を
示
さ
ず
。
こ
れ
後

日
論
議
せ
ら
る
べ
き
興
味
あ
る
問
題
な
り
と

錐
も
、
而
か
も

(中
略
)
単
に
該
樹
種
の
霜

害
鋭
敏
を
以
て
説
明
し
難
き
に
非
ざ
る
か
。

何
と
な
れ
ば
長
万
部
岳
に
於
て
海
抜
八
○
○

メ
ー
ト
ル
内
外
ま
で
進
み
得
る
ブ
ナ
は
北
北

海
道
に
於
て
も
相
當
の
高
所
ま
で
発
生
し
得

べ
く
、
低
地
が
霜
害
大
な
る
を
事
実
と
す
る

も
、
こ
れ
を
以
て
片
附
け
難
け
れ
ば
な
り
。

ま
た
最
高
最
低
温
度
の
振
幅
小
な
る
海
洋
性

気
候

を
好

ま

む
か
な

れ
ど

も
、
海

岸
山

岳

必

ず

し
も
本

道
南

部

に
限
ら
ざ

る
な

り
。

雨
量

も
ま

た
全
年

に
見

る
も
及
至

年

の

一
部

に
付

き
見

る
も

、
遙

か

に
最
小

必
要
量
を

超

過

せ

る
本

道

に
於

て
、

こ
れ
が
原

因
た

り
難

し
と

せ
む

。
風

、
湿

度
、

土
地
等

に

つ
い
て
も
、

未
だ

特
異

の
点
を

見
出

さ

れ
ず

。
果

し

て
然

ら
ば

単
純

な

る
種

子

分
布

の
歴
史

的
沿
革

か
。

吾
人

は
多
大

の
興
味
を

以

て
将

来

に
於

け
る

此

の
問
題

の
解
決

を

見
む

と
す
L

と
記
述

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
温

度

・
風

・
湿

度

の
ご

と

き
環
境

要
因

で
説

明
で

き
な

い
点

に
着

目
し

て
、
氷

期

に
本

州

に
ま

で
後

退
し

て

い
た
ブ

ナ
が
、

後
氷

期
に
な

っ
て
北

進

す

る
種

子

の
散

布
速

度

に
よ
る
自

然
史

的

な

沿

革

に
原
因
を

求

め
た
。

ブ

ナ

の
散
布
速

度

に

つ

い
て
は
、

自
然

落

下

・
動
物

散
布

に
よ

る
も

の
等

が
考

え

ら
れ

る
。前

田
禎

三
博
士

(
一
九
八

六
)

に
よ

る
と
、

自

然
落

下

の
最
大

飛
散

距
離

は
、
樹

冠
縁

か

ら
三

〇

m
ま

で
で
、
更

新

に
必
要
な

有
効

飛

散

範
囲

は
約

五

～

一
五

m
と

し
て

い
る
。

ブ

ナ

の
種

子
が

落
下

し
着

床
し

て
成
木

と
な

り

種

子
を

付

け
る
迄

に
最
低

五
〇
年

と

仮
定

す

る
と
、

自
然

落
下

に
よ

る
年
散

布
距

離
は

、

前

田

の
最
大

値
を

と

っ
て
も
○

・
六

m
に
す

ぎ

な

い
。

こ
の
速
度

で
あ

る
と
後
氷

期

一
万

年

間

に
六

㎞
し
か
進

ま
な

い
こ
と
に
な

り
、

現

実
的

で
な

い
。

動
物

に

よ
る
散

布
は

カ
ケ

ス

:
不
ズ

ミ

・

リ

ス
等

の
鳥

獣
が

考
え

ら
れ
る
。

こ
の
う

ち
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最
大

と

み
ら

れ
る

カ
ケ

ス

の
散

布
距

離
を

五

〇
〇

m
と
仮
定

す

る
と

、
年

一
〇

m
、
函

館

ー
長

万
部

問
約

一
〇

〇

㎞
を

一
万
年

で
北

進

し
光

こ
と

に
な
り

、
略

現
実

に
近

い
値

と
な

る
。
中

村

純
博

士

(
一
九
六

八

)
に
よ

る
と
、

ブ

ナ
は
後

氷

期

の
温
暖

期

(
R
H

)

に
渡

島

大

野
に
近

い
熊

ノ
湯

に
現
れ

る

(
注

・
中

村

、

塚

田

〈
一
九

六
〇
〉

は

一
二

〇
〇
年

B
P
と

推
定

し
た

が

、Ω

.の
分

析
結

果

に
基

づ

い
て

こ
れ

を
訂

正

し

て

い
る
)
が

、

さ
ら

に
黒
松

内

に
も
温

暖

期

に
達
し

た
も

の

と
推
定

し

て

い
る
。

南

部

の
種

子
散

布

の
歴
史

的
沿

革
説

は
、

そ
れ

な
り

に
説

明
付
け

ら
れ

る
が

、
花

粉
分

析

に
よ

る

一
層

の
研
究

成
果

を

ま
た
な

け
れ

ば
結

論
が

出

せ
な

い
。

い
ず

れ

に
し

て
も
、

ブ

ナ
が
黒

松
内

低

地
帯

に
達

し

た

の
ち
、
大

平

山

(九

三

〇

m
)
や

長
万

部
岳

(
八
○
O

m
)

の
上

部

限
界

に
達

す

る
時

間
、

さ
ら

に

北
進

し

て

い

っ
た

の
か
、
停

滞

し

て

い
た

の

か

の
動
向

は

歴
史

的
沿

革
説

で

は
説

明
で

き

な

い
。

4

羊
蹄
火
山
群
阻
害
説

地
質

と
植

生

と

の
関
係

は
興

味
深

い
。

一

般

に
植

物

は
分

布

限
界
付

近

に
な

る
と
暖

か

さ

・
寒

さ

と

い

っ
た
気
候

要

因

で
な
く

表
層

地

質

の
違

い
に

よ

っ
て
生
育

が
制

限

さ
れ

る

こ
と

が
多

い
。
温

帯
系

灌
木

の

コ
ゴ

メ
ウ

ツ

ギ

の
北

限

が

、

ハ
イ

マ
ツ

・
ミ

ヤ

マ
ム

ラ
サ

キ

・
タ

カ
ネ

グ

ン
バ
イ

な
ど

高

山
植
物

の
隔

離
遺

存
し

て

い
る
日
高

山
脈

パ

ン
ケ

チ

ェ
ッ

'プ
の
チ
ャ
ー
ト
の
岩
壁
で
あ
り
、
十
勝
更
別

の
ヤ
チ
カ
ン
バ

・
シ
コ
タ
ン
ヨ
モ
ギ
の
生
育

地
は
温
帯
系
ヒ
メ
ナ
ミ
キ
の
北
限
と
な
っ
て

い
る
。

ブ
ナ
北
限
を
さ
ま
た
げ
る
原
因
と
し
て
羊

蹄
火
山
群
噴
火
に
よ
る
も
の
と
の
仮
説
を
提

起
し
た
の
は
、
北
海
道
庁
古
畑
葉
二
技
師
で

あ
る
。
古
畑

(
一
九
三
二
)
は
、

一
九
二
九

年
噴
火
し
た
渡
島
駒
ヶ
岳
の
森
林
に
対
す
る

影
響
を
調
査
し
た
津
村
の
報
告
(
一
九
三
二
)

を
踏
ま
え
て
、

「第
三
紀
以
降
の
気
候
の
変
遷
が
本
道
に
於

け
る

一
般
植
物
の
南
進
或
は
北
退
に
至
大
の

影
響
を
与
え
、
現
時
示
す
が
如
き
温
暖
寒
、

各
性
の
植
物
が
相
交
雑
し
極
め
て
複
雑
な
る

分
布
状
態
を
現
出
せ
る

一
大
原
因
な
る
も
、

亦
是
に
伴
ひ
羊
蹄
山
安
山
岩
群
の
如
く
大
面

積
に
渡
り
低
平
な
る
陸
地
の

一
部
が
隆
起
し

て
山
地
を
形
成
せ
し
如
き
場
合
に
あ
り
て
は

津
村
技
師
の
調
査
に
よ
る
如
く
熔
岩
又
は
其

の
抱
出
物
に
よ
つ
て
其
の
付
近
の
植
生
に
大

な
る
変
化
を
起
し
、
該
地
方
の
植
物
分
布
に

重
大
な
る
役
割
を
演
ず
る
こ
と
は
否
め
な
い

事
実
で

(中
略
)
『ぶ
な
』は
渡
島
地
方
よ
り

北
進
せ
る
も
全
く
長
万
部
、
寿
都
間
を
連
ね

る
地
帯
に
於
て
羊
蹄
山
安
山
岩
群
の
為
に
完

全
に
其
の
北
上
を
遮
断
さ
れ
、
僅
か
に
界
線

以
北
に
あ
り
て
は
尻
別
川
流
域
に
於
け
る
ツ

バ
メ
の
沢
及
び
禮
文
地
方
に
於
け
る
オ
プ
ケ

ス
川
上
流
の
第
三
紀
層
上
に
極
め
て
少
量
他

樹
種
に
交
わ
り
分
布
す
る
に
過
ぎ
ず
。(中
略
)

斯
の
如
く
羊
蹄
山
安
山
岩
群
は
本
道
に
於
け

る
植

物

分
布

に
至

大

な
る
関
係

を

有
す

る
も

の
に
し

て
、

現
今

同
安

山
岩

群
中

に

『
ぶ
な
』

の
分

布
を

認

め
ず

、
僅

か

に

『く

り
』
『
と

ち
』

『
こ
な

ら
』

等

が
局

部
的
出

現

せ
る
狩

太
付

近
、
辮
邊
付
近
其
の
他
の
第
三
紀
層
付
近
の

み
に
多
く
生
育
せ
る
は
、
土
地
の
隆
起
に
よ

る
気
候
の
変
化
と
共
に
往
事
の
噴
出
並
び
に

こ
れ
に
伴
ふ
山
火
に
よ
っ
て
殆
ど
絶
滅
に
瀕

北海道における主な樹種分布限界(斜 線部は羊蹄山安山岩群の区域、古畑1932に よる)

著者注 コナラの東限は十勝南部丘陵地帯に及ぶ

図1
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し

『く
り
』
『
こ
な
ら
』
等
は
多
少
の
萌
芽
を

認
む
る
も

『ぶ
な
』
の
如
き
は
津
村
技
師
の

駒
ヶ
岳
の
調
査
に
よ
る
も
、
極
め
て
是
等
の

被
害
に
対
す
る
抵
抗
力
弱
く
、
僅
少
な
る
火

山
礫
の
打
撃
を
受
く
る
も
腐
朽
し
易
く
、
漸

次
枯
損
絶
滅
す
る
が
如
き
傾
向
あ
る
を
以
て
、

同
安
山
岩
群
に
こ
れ
が
分
布
を
認
め
ざ
る
は
、

土
地
の
隆
起
に
よ
る
気
候
の
変
化
と
共
に
首

肯
し
得
る
べ
き
で
あ
る
L

と
述
べ
て
い
る
。

植
物
の
分
布
に
つ
い
て
、
羊
蹄
火
山
群
と

そ
の
周
辺
の
第
三
紀
層
の
存
在
に
着
目
し
た

古
畑
の
指
摘
は
評
価
で
き
る
が
、
こ
れ
を
ブ

ナ
北
限
の
直
接
的
制
限
要
因
と
み
る
の
に
は

難
点
が
あ
る
。
そ
の
第

一
の
理
由
は
、
有
珠

山

・
樽
前
山

・
羊
蹄
山
の
ご
と
き
後
氷
期
に

成
立
し
た
活
火
山
が
半
島
の
全
体
を
覆

っ
て

い
る
の
な
ら
ば
理
解
で
き
る
が
、
ニ
セ
コ
山

群
北
部
の
火
山
は
洪
積
世
の
火
山
で
、
噴
火

に
よ
る
影
響
の
方
向
性
を
考
慮
に
入
れ
る
と

羊
蹄

・
有
珠
山
噴
火
、に
よ
っ
て
森
林
を
壊
滅

す
る
だ
け
の
被
害
を
与
え
る
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
第
二
に
、
ニ
セ
コ
山
系
雷
電
岳
と
同
時

期
の
火
山
で
あ
る
黒
松
内
低
地
帯
以
南
の
狩

場
山
等
で
は
八
○
O

m
に
ま
で
ブ
ナ
林
が
成

立
し
て
お
り
ニ
セ
コ
山
系
に
対
し
地
質
的
要

因
に
よ
り
ブ
ナ
が
侵
入
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
と
考
え
、
筆
者
は
、
温
暖
期
の
末
期
に
は

ニ
セ
コ
山
系
に
迄
ブ
ナ
は
北
進
し
て
い
た
も

の
と
推
定
し
て
い
る
。

5

降
水
的
大
陸
度
説

冷

温
帯

湿
潤

気

候

の
標

徴

種

で
あ

る
ブ

ナ

の
北

限
が

、
温

度
要

因

に
よ

ら
な

い
と
す

る

と
乾
湿

要

因

と
考

え
る

の
が

一
般

的

で
あ

る
。

し
か

も
、

ブ

ナ
林

以
北

の
北
海

道

針
広

混
交

林

を
構

成

す

る
主
要

広
葉

樹

の
多

く
が

中
国

東

北

・
ア

ム
ー

ル
と
同

じ
種

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ

る
事

実
を

み

る
と

、

一
層

こ
の
考

え
を

支

持

し
た

く

な
る

。
ブ

ナ
北

限
が

降
水

量

に

よ

っ
て
決

ま

る
と

記
述

し
た

文
献

も

み
ら

れ

る
が

、
そ

の
資

料

・
根
拠

を

示
し

て

い
な

い
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
ブ
ナ

の
分

布
限

界

は
降
水

的
大

陸

度

に
よ

る
と
提

唱
し

た

に
は
、

オ

ー

ス
ト

リ

ア

の
生
態

・
地

理
学
者

H

・
ガ
ム

ス

⊃

九

三

一
-
三

二

)
で
あ

る
。

大
陸

気

候

の

程
度
を

示

す
指

数
、

即
ち

そ

の
土
地

の
気

候
が

陸

地

の
影
響

を
受

け

る
程
度

を
表

す

数

値
を

大

陸
度

と

い
う
が

、

一
般

に
は
水

陸

分

布

の
影
響

を

最
も

大

き
く
受

け

る
気

温

の
較

差

を

用

い
て

い
る
。

降
水

量

の
年

変

化
も

影

響

を

受

け

て

い
る

こ
と
が
多

い
の

で
、

こ
れ

か
ら
算

定

す

る
大

陸

度
を
降

水

的
大
陸

度

と

呼

ん

で

い
る
。

ガ

ム
ス
は
西

ア
ル
プ

ス
中

央

部

、

オ

ー

ス
ト

リ

ア
ア

ル
プ

ス
の
植
物

景
観

と
次

の
指

数
と

の
間

に
密
接

な
関

係
が

あ

る

こ
と
を

知

り
、

k
を
降

水

的
大
陸

度

と
呼

ん

だ

。

㊥

郡

呉

㎞
騰

(ヨ
昌9)

0
9

0
=

げ
11

前

誹

粛

岡

(
ヨ
)

そ

し

て
、

こ
の
地
域

の
ブ

ナ
林

の
生

育

限

界

が
略

大

陸
度

四
〇

度

(海

抜

一
八
○

O

m
)

1
五

〇
度

(
一
五
〇
〇

m
)
の
範

囲

に
あ

る

こ
と
を

見

い
だ

し

て

い
る
。

わ
が
国

の
降

水
量

説

は
、

こ
の
説
を

援
用

し
た
も

の
か
も

知

れ
な

い
。

し
か

し
、

気
候

の
乾

湿

の
程
度

を
表

す

ラ
ン
グ

の
雨
量

因
子

(年

間
降
水

量

を
年

平
均

気

温

で
割

っ
た
値

、

高

い
値

ほ

ど
湿
潤

気

候

)
よ

り
北
海

道

の
ブ

ナ
帯

と
そ

の
以
北

を

比
較

す

る
と
、

函
館

11

一
三

九

に
対

し

、
札

幌

11

一
四
六
、

旭

川

11

一
八

七
と
な

り

、
ま

た

ケ

ッ
ペ

ン
の
指
数

よ

り

み
て
も
北

海

道
は

多
雨

林

の
領
域

と
な

り
、

湿
潤
度

か
ら

み

て
ブ

ナ
が

生
育

し

て
不
思

議

で
は

な

い
気

候
下

に
あ

る
。

よ

っ
て
降
水

的

大
陸
度

説

で
は
説

明

で

き
な

い
。

6

気
候
特
性
反
映
植
生
配
置
説

大

阪
市
立

大

学
名

誉
教

授
吉

良
竜

夫
博

士

等

(
一
九

七
六

)
は

、

ブ
ナ
林

分
布

の
限
界

条

件
に

つ
い
て
、
「
日

本

の

ブ

ナ
林

の
分

布

が
黒
松

内
低

地
帯

を

北

限
と

し
、
そ

の
北

に

大
陸

系

の
ブ
ナ
欠

如

型
落

葉
広
葉

樹
林

が
位

置
す

る
と
す

れ
ば

、

当
然

其

の
間

に
気

候

の

大

陸
度

の
落

差
が

期

待

さ
れ
る
。
ピ
喜

ユ
Φ
σq
-

9
こ

げ
(一
り
いQ
刈
)
に
よ
る
と
、上

記

の
よ
う
な

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ブ
ナ

の
分

布

限
界

は

一
月

の
平
均

気

温

マ
イ

ナ

ス
ニ
度

C

の
等
温

線

に
ほ
ぼ

一
致

す

る
と

い
う
。

日
本

の
ブ

ナ
は
も

う
す

こ
し

耐
寒

性
が

強

い
よ
う

で
、
黒

松
内
低

地

の

一

」月

の
平
均

気
温

は

マ
イ

ナ

ろ

二
・
五

～

マ
イ

ナ

ス
四
度

C
く

ら

い
で
あ
ろ

う
。

し
か

し
、

渡

島
半

島

の
等

温
線

は

夏
冬

と
も

に
半
島

の

軸

と
平
行

に
走

り

、
黒

松
内
低

地

と
は
直

交

す

る
。
ま

た
、

大
陸

性
気

候

の
特
徴

で
あ

る

冬

の
寒

さ
を
ど

の

よ
う

な
方
法

で
表

現

し
て

も
、

そ

れ
だ

け
で
は
北
海

道

の

ブ
ナ

の
分
布

は
説

明

し
き

れ
な

い
。

と

い
う

の
は
、
室

蘭

か

ら
浦
河

を

へ
て

エ
リ

モ
岬

に

い
た

る
沿

岸

地
方

が

、
ブ

ナ
が
分
布

し

て

い
な

い
に
も
か

か

わ
ら

ず

温
和

な
冬
を

も
ち

、
冬

の
寒

さ
に

関
す

る

か
ぎ

り
渡
島
半
島

南

部
と

同
等

な
ブ

ナ

の
分
布

可
能

域

に
入

っ
て
し
ま
う

か

ら
で

あ

る
。

(
中

略
)
い
ず

れ

に

せ
よ
、
北

海
道

の

平

野
部

の
ほ

と
ん
ど
全
部

は

、

さ
き

に
の

べ

た

よ
う

に
麟

く
芝

{
〈
○。
㎝
の
条
件
を

み

た
し

て

お
り

、
生
育

期
間

の
温
度

に
関

し

て
は
ブ

ナ

の
生
育

可
能

範
囲

に
入
る

。
し

た
が

っ
て
、

現
実

の
ブ
ナ

の
分
布

の
北

限

は
、

そ
れ

以
外

の
条

件

に
よ

っ
て
き
ま

っ
て

い
る
も

の
と
考

え
ざ

る
を

え

な

い
L

と
し
、

「
日

本

の
暖

温

帯

の
北

部

で
、
気
候

の
大

陸

化

の
た
め

に
、

大
陸

の
植

生

に
近
縁
な
暖

温

帯
落
葉

広
葉

樹

が

あ

ら
わ

れ

る
の
は
、
冷

温
帯

の
北

部

に
や

は
り
大

陸

系

の
ブ
ナ
欠
除

型
落

樹
林

が
出

現

す

る

の
と

、
平
行

し
た
現

象

で
あ

る
。
海
洋

に
か

こ
ま

れ
な

が
ら
、
冬

の
強

力
な

大
陸
寒

気

団

の
影
響

を
う

け
る
日

本

の
気
候

の
特

性

を

反

映
し

た
、
特

異
な
植

生
配

置

と

い
え

よ

う
」

と
結
び

、
暖
帯

落
葉

樹
林

と
と

も

に
冷

温

帯
針

広
混

交
林
を

わ
が
国

固

有
な
植

生

と

論

じ
、

こ
の
独
特

の
植
物

配
置

に
よ

り
ブ

ナ

北

限
界

が
形

成

さ
れ
て

い
る
と

し

て

い
る
。

暖

帯

と

温
帯

の
平

行
現
象

の
指
摘

は
、

日

本

の
植

生
を

説

明
す

る
う

え
で
極

め

て
注
目

す

べ
き
も

の
で
あ

る
が
、
暖

帯
落

葉
樹

林

は

冬

の
寒

さ

で
説

明
で
き
る

の

に
対
し
、

北
海

道

の
針

広
混

交
林

は
吉
良
等

が
指

摘

し
て

い
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る
よ
う
に
寒
さ
や
湿
潤
度
で
は
説
明
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ブ
ナ
帯
と
北
方
針

葉
樹
林
帯
と
の
中
間
の
針
広
混
交
林
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
存
在
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
は

こ
の
森
林
帯
に
入
り
東
亜
に
特
別
な
森
林
帯

で
は
な
い
。
吉
良
等
と
同
様
に
高
知
大
学
教

授
中
山
二
男
博
士

二

九
七
九
)
は
、
温

・

亜
寒
帯
の
推
移
帯
で
あ
る
針
広
混
交
林
に
つ

い
て

「ブ
ナ
を
欠
く
冷
温
帯
の
林
と
な
る
と

日
本
で
は
特
殊
な
例
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
陸

的
な
冬
の
厳
し
い
低
温
ま
た
は
乾
燥
と
い
う

現
在
の
気
象
条
件
と
関
係
が
深
い
と
は
い
っ

て
も
、
ほ
か
に
も
な
お
検
討
の
余
地
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
温

・
湿
度
要
因
外
に

要
因
を
求
め
て
い
る
。

7

ブ
ナ
北
限
の
態
様

北

限

地
帯

の
ブ

ナ
林

の
態

様

に

つ
い
て
舘

脇

等

の
調
査

結
果

お
よ

び
筆

者

の
踏
査

に
基

づ

い
て
北

限

の
ブ

ナ
林

に

つ
い
て
要
約

す

る

と
、

ブ

ナ
は
黒

松
内

低

地
帯

以
東

の
山
地

、

即
ち

、
朱

太

川
右

岸
山

地
、

一
部

尻

別
川
左

岸

山

地

に
も

生
育

し

て

い
る

が
、
低

地

帯

以

西

と
以
東

の
ブ

ナ
林

の
態
様

は
図

2

に
示

し

た

と

お

り
基
本

的

に
異

な

っ
て

い
る
。

以
西

の
山

地

で
は

ブ
ナ

一
斉
林

が

連
続

す

る
が

、

以

東

で

は
団
地

状

・
点
状

に
生
え

て

い
る

の

み

で
あ

る
。

こ

の
た
め

ブ
ナ

と
競
合

す

る

ミ

ズ

ナ

ラ

・
シ

ナ

ノ
キ

・
ダ
ケ

カ

ン
バ

・
ト

ド

マ
ツ
の
態

様

は
、

以
西

で
は

従
属

的
、

以
東

で
は

パ

ッ
チ
状

に
棲

み

分
け

て

い
る

こ
と

で

あ

る

。

ブ
ナ
と
ト
ド
マ
ツ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
樹
種

が
モ
ザ
イ
ク
状
に
生
育
し
て
い
る
以
東
の
山

地
は
、
羊
蹄
火
山
に
属
さ
ず
、
以
西
山
地
と

同
様
な
第
三
紀
鮮
新
世
黒
松
内
統
の
相
当
層

並
び
に
こ
の
地
層
に
貫
入
し
た
花
山岡
岩
等
で

あ
る
。
こ
う
し
た
移
行
地
帯
の
森
林
を
み
る

と
、
羊
蹄
火
山
群
阻
害
説
を
も
っ
て
も
説
明

で
き
な
い
証
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ナ
林
の
態
様
よ
り
み
て
こ
れ
ま
で
紹
介

し
た
諸
説
で
は
、
そ
の
成
立
要
因
に
つ
い
て

う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。
吉
良
等
が
指
摘
し

た
よ
う
に
東
亜
の
湿
潤
気
候
下
に
お
い
て
何

故
林
型
の
併
行
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

こ
こ
で
環
境
要
因
を
副
次
的
に
み
た
新
た
な

仮
設
の
検
討
を
試
み
た
い
。

パッチ状 に混交 する白井川 北限地帯の ブナ林(1985年10月 、筆者写す)

東

B

5,000闇
一

白

井

川

ツ
バ
メ
ノ
沢

歌
才
ブ
ナ
北
限

黒
松
内
低
地
帯

～
上
大
平
沢

黒
松
内
岳

～
鉱
山
川

長
万
部
岳

大
平
山
$
泊
川

西

A

1,200

㎜

㎝

標

高

300

mO

図2黒 松内低地帯周辺におけるブナの標高別分布
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8

ニ

ッ
チ

(
コ
δ
7
Φ
)

境

界

説

ブ

ナ
北

限
が

環
境

要
因

に

よ
り
説

明
し

き

れ
な

い
実
態

を
踏

ま

え
、

筆
者

(
一
九

八
五

)

は
、

ブ
ナ
北

限

が
ブ

ナ

と
競
合

関
係

に
あ

る

類

似

の

ニ

ッ
チ
を

持

つ
他

の
樹
木

と

の
棲

み

分

け

に
よ

る
も

の

で
な

い
か

と
考

え
、

ブ

ナ

北

限

ニ
ッ
チ
境

界
説
を

提

唱
し

た
。

ニ

ッ
チ

と
は
、

一
つ
の
群
落

で
他

の
種

と

の
関
係

に

お
け

る
種

の
占

め

る
地

位
を

い
う

。

一
つ
ひ
と

つ
立
地

に
お

い
て
、

そ

の
立

地
を

占

め

て

い
る
群
落

内

の
時

間
的

・
空
間

的

・

機

能
的

関
連

に
お

い
て
種

の
役
割

を

明
ら

か

に
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

種

の
役
割

は
種

の

特

性
を

他
種

と

の
関

係

に
よ

っ
て
捉
え

ら

れ

る
。

ニ
ッ
チ

に

つ
い
て
人

間
社
会

に
た

と

え

る
と
、

生
活

し

て

い
る
住

所

・
場
所
が

立

地

(訂

げ
=
魯
)
で
あ

る
と
す

れ
ば

、
職
業

が

ニ

ッ
チ
で
あ

る
と
考

え

れ
ば

よ

い
。
人

々
は

地

域

社
会

の
中

で
色

々
な
職

業

に
付

い
て

い
る
。

職

業

と

い

っ
て
も

、

小

さ
な
町

で
も
大

き

な

町

で
も

町
長

は

い
る

が
、

医
者

の
数

は
町

の

人

口
に
よ

っ
て
制

限
を

う

け

る
。

こ
の
よ
う

に

一
つ
の
群

落

に
お

い
て
構

成
種

そ
れ

ぞ

れ

の
個
体

群
が

互

い
の

ニ

ッ
チ

で
作

用
し

あ

い
、

相

手

の
個
体

群
を

制

限
し

、
安
定

さ

せ
る

よ

う

な
働

き
を

し

て

い
る
。

種
ご

と

の

ニ
ッ
チ

が

異
な

っ
て

い
る

の
で
そ

れ
ぞ

れ

の
種

は
共

存

で

き
る

の
で
あ

る

。

し

か
ら
ば

、
同

一
群
落

に

お

い
て
同

じ

ニ

ッ
チ
を

占

め
る

二
種

が
出
会

う

と
ど
う

な

る

か
。

一
方
が

滅
亡

す

る

の
で
あ

る
。
生

物

学

で

は
ガ

ウ

ス
の
原

理
と
呼

ん

で

い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
結
果

、

モ
ザ
イ

ク
状

に
、

又

は
、

大

き

な
種

個
体

群
ど
う

し

で
は

エ

コ
ト

ー

ン

状

に
棲

み
分
け

る
。
同

一
種

で
あ

っ
て
も

ニ

ッ
チ
は
環
境

の
違

い
に
よ

り
異

な

っ
て
く

る

た
め

、
類

似

の

ニ

ツ
チ
を

持

つ
二
種

よ

り
な

る
群
落

は

、
環

境

の
違

い
に
よ

り
、

共
存

・

排
他

等
様

々
な

群
落
型

が

生
ま

れ

る
だ

ろ
う
。

ブ

ナ
と
同

じ

よ
う
な

環
境

空

間
を
占

め

る

ミ
ズ

ナ

ラ
は
、
ブ

ナ

の
生
育

域

の
本

州
冷

温

帯

に
お

い
て
は
遷

移

の
途
中

相

の
地

位
を

持

ち
、
多

雪

地

に
お

い
て
は

ミ
ヤ

マ
ナ

ラ

と
し

て
特
殊

な
立

地

の
優
占

種

と
な

っ
て

い
る
。

し
か

し
、

ミ
ズ

ナ

ラ
は
ブ

ナ

の
棲

め

な

い
乾

燥

(
適
潤

)
気

候
や

、
温

度
的

に
も

北
方

林

帯

に
属
す

る
温

量
指

数
三

五
度

に
近

い
環
境

に
も

生
育

で

き
る
適

応
範

囲

の
広

い
種

で
あ

る
。

し

か
も
、

北
海

道

に
お

い
て
は
、
平

均

寿

命

ブ

ナ
ニ
○

○
年

程
度

に
対

し

二
五

〇
年

に
達

し
、

単
木

的

に
は
五

〇
〇

年
余

と

な
る
。

ブ

ナ
も

ミ
ズ

ナ

ラ
も

充
分

極
相

優
占

種

と
な

り
う

る
北

海
道

の
低

山
地

に
お

い
て
、
本

州

に

お

い
て
は
従

属

的
な

ミ
ズ

ナ

ラ
が

、

い
ず

れ

か
の
地

点

で
棲

み
場

的

に
み

て
類

似
の

ニ

ッ
チ
の
う

え

よ
り
ブ

ナ

と

の
間

で
棲

み
分
け

が
生

じ

て
も

よ

い
。

極

相

に
お

い
て
、

ブ
ナ

は

い
つ
も

優
占

木

で
な

け
れ

ば
生

き

て

い
け

な

い
種
特

性
を

持

つ
。

し

か
も
、

裏
日
本

の
ブ
ナ

林

は
純
林

を

形
成

す

る
。

こ
う
し

た
ブ

ナ

の
種
特

性

に
よ

っ
て
、
黒

松
内

低
地

帯
は

、
水

平
分

布

か
ら

み
た

わ

が
国

最
大

の

エ

コ
ト

ー

ン
を

形

成
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

北

限

の
ブ

ナ
林

は
、
黒

松
内

に
達

し
た

の

ち
留

ま

っ
て

い
る

の
か
、

前
進

し
よ

う
と

し

て

い
る

の
か
、

ま
た

、
後

退
し

て

い
る

の
か
。

こ
の
答

え

は
、
黒

松
内

低

地
帯

の
森
林

構
成

種

の
種
特

性
を

明
ら
か

に

し
、

ニ
ッ
チ

が

明

ら
か

に

さ
れ

た
と

き
、

自
ず

か
ら
解

明

さ
れ

る
も

の

と
期
待

し

て

い
る
。

(東
京
大
学
教
授

)
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益
宗

"
1
9
8
5
。
暑
寒
別
岳
雨
龍
沼
湿

原
の
花
粉
分
析
的
研
究
。
東
北
地
理
。
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"
1
6
6

-
1
7
2

中
村

純

"
1
9
6
8
。
北
海
道
第
四
紀
堆
積

植
物

の
花
粉
分
析
学
的
研
究
V

ウ
ル
ム

氷
期
以
降

の
植
生
変
遷
。
高
知
大
学
研
報
。

17

(
3
)
39

-
51

中
村

純

・
塚
田
松
男

"
1
9
6
0
。
北
海
道

第
四
紀
堆
積
植
物
の
花
粉
分
析
学
的
研
究

-

渡
島
半
島
(
1
)。
高
知
大
学
研
報
。

14

(3
)

"
25

-
28

中
山
二
男

"
1
9
7

9
。
日
本

の
森
林
植
生
。

築
地
書
館
。

2
1
9
P

南
部

一
男

"
1
9
2
7
。
林
木
の
垂
直
的
分
布

に
関
す
る
二
一二
の
資
料
。
北
海
道
林
業
会

報

(
2
9
2
)
"
2
3
2

-
2
3
9

田
中

壌

"
1
9
0
0
。
北
海
道
植
物
帯
に
就

て
大
日
本
山
林
会
報
(
2
0
9
)
"
11

-
22

舘
脇

操
(
編
)
"
1
9
5
8
。
北
限
地
帯
の
ブ

ナ
林

の
植
生

日
本
森
林
植
生
図
譜
W
。

函
館
営
林
局
。

1
7
7
P

津
村
昌

一
"
1
9
3
2
。
渡
島
駒

ヶ
岳
爆
発
三

年
後

に
於
け
る
植
生
状
態

に
就
て
。
北
海

道
林
業
会
報
(
3
4
9
)
"
3

-
12

津
村
昌

一
(編
)
"
1
9
5
3
。
北
海
道
山
林
史

余
録

1

-
51
。
北
海
道
造
林
振
興
協
会

渡
邊
定
元

"
1
9
8
5
。
北
海
道
天
然
林
生

の

樹
木
社
会
学
的
研
究
1

-
1
5
7
。
北
海

道
営
林
局

山
崎
次
男

"
1
9
5
1
。
花
粉
分
析
法
に
よ
る

南
樺
太
及
び
北
海
道
の
森
林
並
に
気
候

の

変
遷

に
関
す
る
研
究
。
京
都
大
学
演
習
林

報
。
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"
1

-
79
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